
             

 

平成２８年８月３１日 

 

南海電気鉄道株式会社 

 
 

みさき公園「わくわく電車らんど」開業２周年記念 

「南海鉄道旅客案内展」を開催します 
第１期 秋の南海沿線 ９月９日（金）～１１月１日（火） 

第２期 南海電車のむかしといま １１月３日（木・祝）～１月９日（月・祝） 

 

南海電鉄(社長：遠北 光彦) が経営する「みさき公園」（泉南郡岬町／園長：真

貝 征志郎）の鉄道体験施設「わくわく電車らんど」は、今秋開業２周年を迎えま

す。  

これを記念し、わくわく電車らんど内で９月９日（金）から「南海鉄道旅客案

内展」を開催します。南海電鉄が保管していた過去のパンフレット類や写真を、

国立大学法人和歌山大学（瀧 寛和学長）の協力を得て展示します。 

南海電鉄は、わが国最初の純民間資本によって明治１８年に難波～大和川間で

開業した「阪堺鉄道」を前身としています。その後「南海鉄道」が事業を継承し、

やがて大阪から和歌山・高野山を結んで多くの人や物資を運びました。本展では、

この南海鉄道時代の沿線ガイドブックや、グラフィックデザインの歴史をたどる

上でも重要な資料となるパンフレットなどの貴重な品々をご覧いただけます。 

詳細は別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      南海鉄道旅客案内 上巻（明治３２年） 

 

 

 



別 紙 

 

「南海鉄道旅客案内展」の実施について 

 

１．会期とテーマ 

第１期 「秋の南海沿線」 

平成２８年９月９日（金）から１１月１日（火）まで 

第２期 「南海電車のむかしといま」 

平成２８年１１月３日（木・祝）から平成２９年１月９日（月・祝）まで 

※みさき公園休園日は開催しません 

 

２．開催場所 

みさき公園内「わくわく電車らんど」 

※みさき公園入園料のほかに、入館料として１人４００Ｍｉｐｏが必要です 

〔３歳以上有料、同園アトラクションカード（１００Ｍｉｐｏ＝１００円）で 

のお支払いとなります〕 

     

３．主な展示内容 

  明治期～現在にいたるまでの南海電鉄の沿線ガイドブックやパンフレット、 

写真などを展示します。第１期、第２期それぞれ３０点程度の展示を予定して 

います。 

 

≪展示品の例≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋（昭和初期）                        大浜汐湯堺水族館（昭和１２年） 

 

４．お客さまのお問い合わせ先 

みさき公園  

ＴＥＬ：０７２－４９２－１００５（営業日の９：００～１７：００） 

 

 

 



＜みさき公園の概要＞ 

①営業時間 ９：３０～１７：００ 

      （１２月～翌年２月は１０：００～１６：３０） 

②休 園 日 第 1 期期間中の休園日は、毎水曜日 

      第２期期間中の休園日は 

１１月９、１６、３０日、 

      １２月１、６、７、１３、１４、２０、２１日、１月 1 日 

 

③入園料(通常) 大人（中学生以上）   １,３５０円 

こども（３歳から小学生） ７００円 

④所 在 地 〒５９９－０３０１ 大阪府泉南郡岬町淡輪３９９０番地 

⑤加盟団体 公益社団法人 日本動物園水族館協会など 

 

＜わくわく電車らんどの概要＞ 

  ①オープン日 平成２６年９月２７日（土） 

②入 館 料 １人 ４００Ｍｉｐｏ（３歳以上有料） 

    ※同園アトラクションカード（１００Ｍｉｐｏ＝１００円）でのお支払い

となります 

    ※別途入園料が必要となります 

③建物概要 テント構造、延床面積約４８０㎡ 

④内  容 

･「触れる」「体験する」「学ぶ」を重視した展示構成としています。  

・ 実際に使用されていた１００００系特急「サザン」を先頭から約５ｍでカ

ットして展示し、運転台などで写真撮影をお楽しみいただけます。 

・主に通勤車両として使用されていた７０００系を、先頭から約５ｍでカッ

トし、「旧塗装」と「現塗装」の２種類で展示しています。また、車内で車

掌体験をお楽しみいただけます。 

・特急「ラピート」実物大模型（先頭から約５ｍ）を展示し、内部に設置の

運転シミュレーターで運転士体験をお楽しみいただけます。 

・懐かしのヘッドマークなど当社が所有している鉄道部品などを展示してい

ます。 

 

 

以 上 


